
 

    

農
薬
の
話
４
で
紹
介
し
た
「
沈
黙
の
春
」
は
、
１
９
６

２
年
海
洋
生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
女
史
に
よ

っ
て
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
新
農
薬
「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
」
の

人
畜
へ
の
害
や
、
残
留
性
が
及
ぼ
す
環
境
汚
染
へ
の
危
険

を
警
告
し
て
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。 

 

今
年
６
月
、
副
題
「
ミ
ツ
バ
チ
が
消
え
た
沈
黙
の
夏
」

と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
の
船
木
俊
介
氏
は
、

殺
虫
剤
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
、
現
代
の
新
農
薬
「
ネ
オ

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
」
の
恐
怖
を
綴
り
、
「
沈
黙
の
春
」
の
続

編
が
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は
新
し
い
ニ
コ
チ
ン
様
物
質
で
、

神
経
伝
達
物
質
を
阻
害
し
て
、
中
枢
神
経
系
を
犯
す
神
経

毒
で
す
。
近
年
発
生
し
て
い
る
、
ミ
ツ
バ
チ
の
帰
巣
本
能

が
狂
っ
た
り
、
大
量
死
し
た
り
す
る
、
蜂
群
崩
壊
症
候
群

（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
こ
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
が
主

な
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
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新
農
薬 

「
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
」 

食
の
安
全 

農
薬
の
話   

番
外
編 

用
し
な
い
。
」
と
注
意
書
が
あ
り
ま
す
が
、
花
を
求
め
て

移
動
す
る
ミ
ツ
バ
チ
を
規
制
す
る
の
は
不
可
能
で
す
。 

 

ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の
環
境
指
標
生
物
は
、
自
然
の
豊
か
さ

と
、
時
に
は
危
険
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
大
切
な
生
き
物
で

す
。
特
に
植
物
の
受
粉
に
は
欠
か
せ
な
い
昆
虫
で
す
。 

 

こ
の
ま
ま
ミ
ツ
バ
チ
の
蜂
群
崩
壊
症
候
群
が
広
が
る
と
、

作
物
の
開
花
時
期
に
受
粉
が
で
き
ず
、
深
刻
な
食
糧
危
機

や
食
料
価
格
の
高
騰
に
も
つ
な
が
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。 

 

最
近
、
銀
座
の
ビ
ル
の
屋
上
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
っ
て
い

る
様
子
が
、
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
の

豊
か
な
田
舎
よ
り
も
、
農
薬
散
布
の
少
な
い
東
京
の
ほ
う

が
、
ミ
ツ
バ
チ
に
と
っ
て
楽
園
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

有
機
リ
ン
系
農
薬
に
耐
性
を
も
つ
生
物
が
出
現
す
る
と
、

そ
れ
に
代
わ
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
が
登
場
し
た 

よ
う
に
、
農
薬
と
耐
性
を
持
つ
生
物
と
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
の
で
し
ょ
う
。 

 

著
者
が
警
告
す
る
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド 

↓ 

蜂
群
崩

壊
症
候
群 

↓ 

植
物
群
の
枯
死 

↓ 

砂
漠
化 

↓ 

動
植
物

の
絶
滅
‥
。
植
物
も
枯
れ
、
川
も
涸
れ
、
赤
茶
け
た
砂
漠

に
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
す
べ
て
が
静
ま
り
返
っ
た
‥

「
沈
黙
の
夏
」
と
い
う
、
恐
怖
の
連
鎖
が
起
き
な
い
こ
と

を
、
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

【
お
わ
り
】 

実
際
に
蜂
の
死
骸
を
分
析
し
て
、
そ
の
証
拠
を
掴
ん
だ

農
業
大
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
養
蜂
家
の
訴
え
を
認
め
、
最

高
裁
判
決
に
よ
り
全
面
使
用
禁
止
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
次
々
と
使
用
中
止
に
な
っ
て

い
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
で
す
が
、
日
本
で
は
単

位
面
積
当
た
り
、
中
国
の
１
０
０
倍
も
の
量
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

 

こ
の
農
薬
は
、
水
溶
性
で
無
臭
で
す
。
さ
ら
に
、
従
来

の
有
機
リ
ン
系
農
薬
は
、
散
布
し
て
も
半
径
数
百
ｍ
程
度

し
か
広
が
り
ま
せ
ん
が
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
は
、

半
径
４
ｋ
ｍ
に
ま
で
広
が
り
、
ミ
ツ
バ
チ
や
農
業
に
有
用

な
生
物
ま
で
も
、
死
滅
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

専
門
家
は
、
昆
虫
と
人
間
な
ど
の
脊
椎
動
物
と
で
は
、

神
経
伝
達
物
質
の
受
容
体
が
違
う
の
で
、
人
体
に
害
は
な

い
と
し
て
い
ま
す
が
、
安
全
性
が
１
０
０
％
証
明
さ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
発
す
る
、
う
つ
病
、
自
殺
、

引
き
こ
も
り
、
凶
悪
犯
罪
な
ど
、
脳
や
神
経
系
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

２
０
０
５
年
夏
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
藤
原
養
蜂
場
で
は
、

２
０
０
０
万
匹
の
ミ
ツ
バ
チ
が
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
「
ダ
ン
ト
ツ
粉
剤
」
に
よ
っ
て
大
量
死
し
て
い
ま
す
。

 

製
品
に
は
「
カ
イ
コ
や
ミ
ツ
バ
チ
の
い
る
地
域
で
は
使

左
「
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
」 

バ
イ
エ
ル
社 

左
「
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
」

住
化
武
田
農
薬 

右
「
ス
タ
ー
ク
ル
」

三
井
化
学 

左
「
ダ
ン
ト
ツ
」 

住
化
武
田
農
薬 

バ
イ
エ
ル 

写
真
・
三
五
館 

発
行 

悪
魔
の
新
・
農
薬
「
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
」

右
「
モ
ス
ピ
ラ
ン
」

日
本
曹
達 

主なネオニコチノイド系 

殺虫剤 


